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お買い上げいたださあ0びとラございます。 


A 警告 


電気製品は、ま全のための注意事項を守5ないと、火災や人身事故 
になることがありまず。 


この取扱説明書には、事故を防ぐための重要なを意事項と製品の取り扱いかたを示し 
ています。 この取扱説明書をよくお読みのラえ、製品を安全にお使いください。 お読 

みになったあとは、いつでも見られるところに必ず保管してください。 


©201 1 Sony Corporation 



么警告まをのために 


ソニー 製品は安全に充分配慮して設計されて 
います。しかし、電気製品はすべて、間違つ 
た使いかたをすると、乂災や感電などにより 
人身事故になることびあり危険です。事故を 
防ぐために次のことを必ずお守り < ださい。 



ま全のためのま意事項を守る 


3〜6ページのミち意事項をよくお読みくださ 
い。 

製品全般のミ主意事項び記載されています。 

7ページの「使用上のごミち意」わあわせてお 
読みください。 


定期的に点検する 


設置時や1年に1度は、電源コードに傷みが 
ないか、コンセントと電源プラグの間にほこ 
りびたまっていないか、プラグがしっか0差 
し込まれているか、などを点検してください。 


故障した5使わない 


動作びおかしくなったり、キャビネットや電 
源コードなどび破損しているのに気づいた5、 
すぐにお買い上げ店またはソニーサービス窓 
口に修巧をご依頼ください。 


万一、 異常び起さた5 


変な音*におい 
びした5、煙び 
出た5 



〇電源を切る 
©電源プラグを 
コンセントか 

5抜く 

包お買い上げ店 
または ソニー 
サービス 窓 □ 
に修理を依頼 
ずる 


警告表示の意ほ 

取扱説明書および製品では、次のよラな表 
示をしています。表示の内容をよく理解し 
てか5本文をお読みください。 


[^危陵！ 

この表示のを意事項を守5ないと、乂災- 
感電-破裂などにより死 t や大けがなどの 
人身事故び生じます。 


A 警告 

この表示のま意事項を守らないと、火災- 
感電などにより死 t や大けがなど人身事故 
の原因となります。 


应ミ主意 1 

この表示のを意事項を守5ないと、感電や 
その他の事故により けびを した0周辺の家 
財に損害をちえたりすることびあります。 


注意を促ず記号 

A 

ミち意 


行為を禁止ずる記号 

0 

禁止 

接触禁止 


行為を指示ずる記号 

〇 C 

指 W コラグをコン 

セントから巧く 


分解禁止 

めれ手禁止 
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A 警告 


専用の AC アダプターと電源コードを使 
ラ 


付属の AC アダプターと 電源 コード 
は本製品だけで使用でをる専用品で 
す。他の製品では使用でさません。 
また付属の AC アダプターと 電源 
コー ド政がは本製品で使用しないで 
ください。発熱により乂災■感電の 
原因となります。 


0 


AC アダプターや電源 コー ドを傷つけな 
い 

傷ついたまま使ラと、义災や感電の原因とな 


ります。 

• 加工しない。 

•熱器具に近づけない。加熱しない。 
•物を載せない。ケーブルを引っ張ら 
ない。 

-コンセントから AC アダプターを抜 
くとをは、電源プラグを持ってまっ 
すぐ抜く。 

• 本体や AC アダプターにケーブルを 
巻さつけない。 


0 


■►万一、電源コードび傷んだ5、ソニーヴー 
ビス窓 □ (裏表紙）に相談してください。 


湿気やほこり、油煙、湯気のをい場戸斤 
や、直が曰光のあたる場所には置かない 


上記のよラな場所に置くと、义がや 
感電の原因となることびあります。 


0 


巧部に水や異物を入れない 
本製品の上に熱器具、花瓶など液体び 
入つたものや□ーソクを置かない 

火がや感電の危険をさけるために、本製品を 
水のかかる場所や湿気のある場所では使用し 
ないでください。また、本製品の上に巧瓶な 
どの水の入ったわのを置かないでください。 
本製品の上に、例えば乂のついた□ーソクの 
よラな、乂炎源を置かないでください。 

■►万一、水や異物び入ったとさは、グ、 
すぐに本体の電源ボタンを切 0 、 W 

電源プラグをコンセントから抜を 、 Vf 
ソニー サービス窓 □ (裏表紙）に ^ 
相談してください。 


分解や改造をしない 

火災や感電、けがの原因となること 
ゎ刪ます。 ^ 

■►内部の点検や修理はソこーヴー 

ビス窓 □ (裏表紙）に相談して 分解禁止 
ください。 


雷び鳴りだした S 、 本体、 AC ァダブ 
ター、電源コードに触れない 

感電の原因となります。 


接触禁止 



めれた手で電源コードや電源プラグにさ 
わ5ない 

感電の原因となることがあ0ます。 

めれ手禁止 


次のページへつづ< 
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A 警告 


通風孔をふさびない 

本体び過熱して、乂災やけび、故障の 
原因となります。風通しを良くするた r\i 
めに次のことを守ってください。 Vf 

-本箱や組み込み式キャビネットのよ 
ラな通気び妨げ5れる狭いところに設置しな 


い。 

• 毛足の長いじゅラたんや巧団の上に設置しな 
い。 

• 密閉された狭い場所に押し込まない。 

• 巧などで包まない。 

-ほこ0をためない。 


長期間使わないときやお手入れをずると 
きは、電源コードのプラグをコンセント 

か sts < 

义がや感電の原因とな0ます。 


つラグをコン 
セントカ'ら巧く 



A 注思 


上に柔ったり、座ったりしない 大音量で長時間つづけて聞かない 


落ちてけがの原因となることがあ0ま 
す。また、本製品を傷める原因となり 
ます。 


0 

禁止 


ちを刺激するよラな大さな音量で長時 
間つづけて聞くと、聴力に悪い影響を 
与えることびあります。 

—►呼びかけられたら気びつくくらい 
の音量で聞をましよラ。 


0 

禁止 
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A 注意 


を定した場所に置 < 

ぐ5ついた台の上や傾いた所などに置 
くと、製品び落ちてけがの原因となる 
ことびあります。また、置を場所、取 
り付け場所の強度ち充分に確認して< 
ださし、。 


0 


変圧器や DC / AC インバーターを使わな 
い 


海が旅行を用の変圧器や、自動車用の 
DC / AC インバーターなどに AC アダ 
プターをつなぐと、 AC アダプターび 
発熱し、やけどや故障の原因とな0ま 


0 


す。 


電源プラグは巧を差ししやずいコンセン 
卜に接続ずる 


本機は容易に手が届くよラな電源コ 
ンセントに接続し、異常び生じた場 
をは速やかにコンセントから抜いて 
ください。通常、本機の電源スイッ 
チを切っただけでは、完全に電源か 


〇 

指 7 F 


5切り離せません。 


本体とケーブル類は正しく配置ずる 


ケーブルなどを足に引っかけると、本 
体び倒れた0、落ちたりして、けびや 
故障の原因となります。 


〇 

指巧 


使用中の本体や AC アダプターを長時間 
さわらない 


0 

禁止 


使用状況によっては、本体や AC アダ 
プターの温度が40む上になること 
びあります。この状態で長時間皮膚が 
ふれたままになっていると、低温やけ 
ど* *の原因となります。 

* 低温やけどは、比較的低い温度（約40む 
上）のちのに長時間皮膚がふれたままになつ 
ていると起こるやけどのことです。 


クレジットカードや定期券などの磁気製 
品を近づけない 


本体には磁石を使った部品び内蔵され 
ているため、磁気製品の記録に影響を 
与えることがあります。 


0 


本体を持ち運ぶときは気をつける 

本体は、落とさないよラにミち意して 
持ち運んでください。不安定な状態 
で持ち運ぶと、本体び落下し、けび 
や故障の原因となります。 


A 

ミ主意 


本体や AC アダプターが熱いと感じたと 
きは、使用を中止ずる 


低温やけどや故障の原因となります。 


〇 

指示 


不要になった本体や周辺機器は廃棄方法 
に注意ずる 


本体や周辺機器は金属やプラスチック 
ででをているため、燃やすと危険で 
す。廃棄するとをは、各自ミ台体の指示 
に従ってください。 


〇 

指示 
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液漏れ-破裂-発熱による 大 けび 
電池 I こごての安全±のご や失明を避けるため、下記のま意事項 
ま意 を必ずお守りください。 


么危険 警告 


電池の液び漏れたとまは 


素手で液をさわ S ない 

電ミ也の;夜び目に入った0、身体やあ 
服につ< と、失明やけび、皮膚のが 
症の原因となることびあります。液 
の化学変化により、時間びたってか 
ら症状び現れることわあります。 


接軸禁止 


必ず巧の処理をずる 

■►液び目に入ったときは、目をこす 

らず、すぐに水道水などのをれい ■■ 


な水で充分洗い、ただちに医師の 


指示 


治療を受けてください。 

>液び身体や衣服についたとさは、すぐにさ 
れいな水で充分洗い流してください。皮膚 
の炎症やけびの症状があるとさは、医師に 
相談してください。 


電池は乳幼児の手の届かない巧に置< 


■►電池は飲み込むと、窒息や胃など 
への障害の原因となることびあり 
ます。 

■►万一、飲み込んだとさは、ただち 
に医師に相談してください。 


0 


電池を乂の中に入れない、加熱•分解 • 
改造•巧電しない、水でめ5さない 


破裂した0、液び漏れたりして、けび 
ややけどの原因となることがありま 
す。 


0 

禁止 


指定政がの電池を使わない、新しい電池 
と使用した電池または種類の違う電池を 
混ぜて使わない 


電池の性能の違いによ0、破裂した 
り、液が漏れた0して、けがややけど 
の原因となることびあ0ます。 


0 


+と一の向きを正しく入れる 

+と一を逆に入れると、ショートして電池び 
発熱や破裂をしたり、液び漏れたりして、け 
がややけどの原因となることびあります。 


■►機器の表示に合わせて、正し<入 
れて < ださい。 


〇 

指示 


使い切ったときや、長時間使用しないと 
きは、電池を取り出ず 


リモコンに電池を入れたままにしてお 
くと、過放電により液び漏れ、けがや 
やけどの原因となることがあ0ます。 


〇 

指示 
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ほ用上のごま意 


ステレオを聞<とさのエチケット 

ステレオで音楽をお楽しみに 
なるとさは、隣近所に迷惑び 
かからないよラな音量でお聞 
をください。特に、夜はルさ 
めな音でも周囲にはよく通る 
ちのです。 

窓を閉めた0、ヘッドホンを 
ご使用になるなどお互いにむ 
を配 D、 快い生活環境を守り 
ましょラ。このマークは音の 
エチケットのシンボルマーク 
です。 

付属の電源コードセットについて 

付属の電源コードセットは、本機専用です。 
他の電気機器では使用でさません。 

機銘板について 

機銘板は、本体の底面に貼ってあります。 

本製品のお手入れのしかた 

本製品の巧れは、柔らかい巧で拭いてくださ 
い。 シンナー やベンジン、 アルコール などは 
表面を傷めますので使わないでください。 

本体を本棚や組み込み式キャビネットなどの 
狭い場所に設置しないでください。 

電池または電池を入れた機器を直射曰光、乂 
など、過度の熱にさ5される場所に置かない 
よラにしてください。 

傷害防止のため、この機器は、設置説明書に 
がって床又は壁にしっか0と取0付ける必要 
びあ0ます。 


この取扱説明書につい 
て 

この取扱説明書は SA-32SE1/SA-40SE1/ 
SA-46SE1 を対象としています。この取扱説 
明書で掲載され ている イラストは SA-32SE1 
のわので、お使いの機種とは異なる場合びあ 
0ます。機種によって動作び異なる場をは、 
"SA-32SE1 のが’と記載してしほす。 
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保証書とア フターヴー ビス 

保証書 . 

ア フターヴー ビス . 


主饥±様 . 19 


目;夕 


付属 □□. 〇 

各部の名称と働き . 9 

準備ずる . 11 

電池を入れる . 11 

ケーブルを接続する . 11 

本体を設置する . 13 

テレビの音を本機の スピーカーで 楽 
しむ . 15 

テレビの音を楽しむ . 15 

テレビの音量を調節して本機の音の大 
きさを変スる . 15 

ヴウンドフイールドを選択ずる ...16 

故障かな？と思った5 . 17 

電源 . 17 

サウンド . 17 

リモコン . 17 

その他 . 17 


付属品 

• 取扱説明書（本書） 

• 保証書 （1) 

• 製品登録のおすすめ （1) 

• ソニーご相談窓□のご案内 （1) 
• 対応表 （1) 

. リモコン （ RM - ANU 102) り） 



•単4乾電池に） 


• 音声接続用ケーフル （1) 



• AC アダプター (1) 
• 電源コード （1) 

• フットパッド （4) 


8 8 8 
111 
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各部のち茄と働を 


本書では、主に1」モコンのボタンを使用した操作について説明しています。本体に同じ 
名前のボタンまたは類似のボタンびある場合、本体のボタンでち同様に操作でをます。 


本体 



リモコン （ RM - ANU 102) 



田|/の（電源）ボタン 

图 SOUND F 旧 LD ボタン 

ヴウンドフィールドを選択します 
(1 目ぺージ）。 

本体：ボタンを押すたびに、次のよラにヴ 
ウンドフィールドが切0撰ね0ます。 

STANDARD 一 MOVIE 一 GAME/ 
VOICE-► STANDARD 一... 

图本体：^ +*/- ボタン 

リモコン： VOL ^+/— ボタン 

音量を調節します。 

* 本体の^ +ボタンには突起び付いています。 
操作の目印としてお使い<ださい。 

团リモコン受光部 

リモコンか5の信号を受信します。 


3麵即/邮幽 Q か骂 . dlw 


次のページへつづ< 
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固 STANDBY ランプ 

本磯びスタンバイ状態のとさホく点なしま 
す。 

ご注意 

•本機はスタンバイ状態のとさ、テレビの 
音を検出して電源が入0ます。テレビの 
音び非常にルさい場合は電源び入5ない 
ことがあ0ます。 

-テレビからの音びない状態び約日分間続 
くと本磯は自動的にスタンバイ状態にな 
ります。 

固 SOUND FIELD ランプ 

ヴウンドフィールドの状態を示します。 
選択されたヴウンドフィールドのランプび 
緑に点なします。 

音量び最大または最小に設定されると、ラ 
ンプび短く 6回点滅します。 

ソニー製のテレビをご使用の場合、本機のリ 
モコンで回-回の操作ができまず。 

团 TV VOL ^+/-ボタン 

テレビの音量を調節します。 

TV 職 MUTING ボタン 

テレビの消音機能を入/切にします。 

圓 TV 1/(1) ボタン 

テレビの電源を操作します。 

回 TV INPUT 哥ボタン 

テレビ入力を選択します。 
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準備する 


電池を入れる 


電池ホルダーの蓋をスライドさせて取りはずし、付属の単 4 乾電池を入れます。その 
際、©側から入れて、下図のよラに極性を合わせてください。 



r ^、 ごちき 

- U モコン受光部に直射日光や照明の光があたらないよラにしてください。故障の原因となりま 
す。 

- U モコンで本機の操作ができなくなったときは、電池を2つとも新しいものに交換してくださ 


い。 

-電池を交換する際に、 U モコンの電池ホルダーに異物び入5ないようにしてください。 


ケーブルを接続する 


1背面のリアカバーのネジを外し、リアカバーを取り外ず。 



次のページへつづ< 
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音青接続用ケーブルと電源コードを接続ずる。 


凸 AUDIO IN 端子 

付属の音声接続用ケーブルとプラグアダプターを使用してテレビの音声出力端 
テと本機の AUDIO IN 端テを接続します。 

テレビ 

本機 




プラグアダプ 
ター （付属） 


音靑接続用ケー 
ブル（付属） 


お使いのテレビの音声出力端子がヘッドホン端子と兼用の場合 

付属の音声接続用ケーブルのみを使用してテレビの音声出力端子と本機の 
AUDIO IN 端子を接続します。 

本機 


テレビ 




音青接続用ケーブル 
(付属） 


で、 ま音 

お使いのテレビの取扱説明書をご確認ください。 









































































回 DC IN 18 V 端子 



^ コンセントへ 


電源コードを AC アダプターに接続します。その後、 AC アダプターのコネク 
ターを、本機背面にある DC IN 18 V 端テに接続します。コードの接続を終え 
たら、電源コードをコンセントに差し込んでください。 



3音声接続用ケーブルと AC アダプターのケーブルをリアカバーの側面にあ1 
る切り&みへ通してリアカバーを本体に取り付け、手順1ではずしたネジ «4 
で固定ずる。 W 



本化を設置する 


本体を平面に設置ずる 

付属のフットパッドを下図のよ5に取り付けて揺れや振動を防ぎます。 



本体底面 


r ^、 ごち音 

本機をテレビの前に設置する場合は、テレビ前面部の U モコン受光部など、各種センサーや 3 D 
メガネ用トランスミッターを隠さないよラにテレビと本機を離して設置してください。 


次のページへつづ< 


13 





































本体を壁に設置ずる 

本体を壁に取り付けられます。 

ごご手き 

-壁の材質や強度に合わせたネジを使ってください。壁の材質によっては破損する恐れがあ0ま 
す。ネジは柱部分にしっかりと固定してください。スピーカーは補強された壁に水平に取0付け 
て < ださい。 

• 販売店や工事店に依頼して、安全性に充分考慮して確実な取り付けを行ってください。 
•取り付けの不備、取り付け強度不足、誤使用、天災などによる事故、損傷につさましては、当社 
は一切責任を負いません。 

1本体背面のフック部に合ラネジ（別売り）を用意ずる。下図をご確認くだ 
さい。 


〔 \\\\\\\\\\\\\ T ^ 4 mm 


25 mm しソ上 


2ネジを壁に取り付ける。ネジは完をに締めずに、壁か5少し巧き出した状 
態にずる。下図をご確認ください。 



5 mm 


10 mm 


本体背面のフック部 



3本体をネジに掛ける。 

壁に取り付けた2つのネジに本体背面のネジ穴を合わせ、本体をネジに掛けます。 



本体をテレビに設置ずる 

別売 D のスピーカー取 D 付けブラケットを使用し、本機をテレビに取口付けられます。 
対応のテレビおよびスピーカー取り付けブラケットの詳細については、別紙「対応表」 
をご覧ください。 
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テレビの音を本機のスピーカーで楽しむ 


テレビの音を楽しむ 

1本機の電源を入れる、または本 
機がスタン y (イ状態であること 
を確認ずる。 

2テレビの電源を入れる。 

本機びスタンバイ状態のとを、テレ 
ビの音声を検出すると自動的に電源 
び入 D ます。 

3本機の音量を調節ずる。 

ごまを 

ご使用のテレビのが部音靑出力の大ささが変 
更でさない場合、本機の音量を調節してご使 
用 < ださい。 


テレビの音量を調節して本機 
の音の大まさを巧える 

ご使用のテレビの外部音声出力を"可 
変’’に設定でをる場合、テレビの音量を 
調節して音の大ささを変えることびでを 
ふ 〇 

テレビの設定についてはご使用のテレビ 
の取扱説明書をご覧 < ださい。 

1テレビの外部音声出力を"可変- 
にずる。 

2本機の音量をテレビに合わせて 
調節ずる。 

1.2. を設定ずるとテレビの音量を調 
節して本機の音の大きさを変えるこ 
とがでさるよラになりまず。 

尸:手き 

ご使用のテレビの外部音声出力を"可変"に 
設定して本機から十分な音量が得5れない場 
合、テレビのが部音靑出力を"固定"にして 
本機の音量を調節してご使用ください。 


J 邮か钟讓 QXK—dId 歉广 6 
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ヴウンドフイールドを選択する 


サウンドフィールド 
ボタン 

ご使用になりたいサウンドフィールドのボタンを押ず。 

本体の SOUND FIELD ボタンも使用でをます。 


I,品 T) 〇!。の1 


QmJ 卜。句 I ミ端 Ee'J 


サウンドフイール 
ド 

効果 

STANDARD 

(STD) 

どんなソースにも幅にく対応します。 

MOVIE 

迫力のあるヴウンドと臨場感び楽しめます。 

GAME/VOICE 

セ U フが聞さ取0やすく、明瞭感のあるサウンドび楽しめます。 
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» 障かな？と思った 6 


• 他の ホームシアターシス テムを同時 
にお使いの場合は、本機の電源を才 
フ（切）にしてください。 


本機の使用中に！;(下のよラな問題び発生 
した場合、本ガイドをご覧になって処置 
を行って<ださい。それでち問題び解ミ夫 
しない場合は、お買い上げ店またはソ 
ニーヴービス 窓 □、 ソニーの 相談窓 □に 
お問い合わせください。 


電源 


電源び入 5 ない。 

• AC アダプターと電源 コー ドび正しく 
接続されているかを確認して<ださ 
い （13 ページ)。 

.本機の1/の價減ボタンを押して、 
本機のサウンドフィールドランプを 
緑色に点好させて下さい。 


本機び自動のにスタンバイ状態になつて 
しまラ。 

•約5分間音声入力びないと、本機は自 
動的にスタンバイ状態にな D ます。 


サウンド 


音び出ない、または非常に音量び小さ 
い。 

. 本体とテレビの音声接続用ケーブル 
びしっかり差し込まれているかを確 
認してください （12 ページ)。 

• VOL ^ +ボタン（本体では^ +ボ 
タン）を押して本機の音量を大きく 
してください （9 ページ)。 

• TV の消音機能を解除してください。 
•へッドホンびテレビに接続されてい 

ないかを確認してください。 


音声びずれて聞こえる。 

. ご使用のテレビによっては本機とテ 
レビの両方から音を出すと音声びず 
れて聞こえることびあります。テレ 
ビの外部音声を設定でをる場合は 
"固定’’にして下さい。テレビの音声 
を最ルまたは消音にして、本機の音 
量を調節してご使用下さい。 


音び歪む。 

.TV VOL ^ -ボタンを押してテレビ 
の音量をルさ< して<ださい 
(10 ページ)。 

• VOL ^ -ボタン(本体では^-ボタ 
ン）を押して本機の音量をルさくし 
てください （9 ページ)。 


ノイズび出る。 

-本機の近くで携帯電話や電波を発す 
る機器を使用している場合、本機か 
ら離してください。 

•本機をテレビのへッドホン端テに接 
続していませんか？音声出力端子に 
接続してください。 



リロ:/ 5 

_ ス 

リモコンで操作がでをない。 VJ 

• U モコンを本体の U モコン受光部に 
向けてください （9 ページ)。 jL 

• U モコンと本体の間にある障害物を こ 

取り除いてください。 （ijf 

•電池び消耗している場合は、 U モコ ffi 

ンの電池を新しいちのに交換してく ち 

ださい。 H 

か 

その他 1 

- g 

STANDBY ランプび点滅する。 巧 

•すぐに本機の電源を切り、電源コー ご 

ドを巧いてください。 な 

•本機の通風孔をふさいでいるものを fr 

取り除いてください。 ^ 

上記の対策を巧っても本機び正常 

に動作しない場合は、次の手順で 

本機をリセットしてください。 


本体のボタンを押して、操作してくださ 
い。 

1 I / の ボタンを押して電源を入れ 
る。 
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1/ の ボタンを已秒間押し続ける。 

STANDBY ランプび3回点滅して、 
本機は U セットされ、初期状態にな 
ります。 


保証書と アフターサー 
ビス 


偏正書 


-この製品にはな証書び添付されていま 
すので、お買い上げの際お買い上げ店 
でお受け取りください。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確 
かめのラえ、大切にイ呆巧してください。 
• イ呆証期間は、お買い上げ曰より1年間 
です。 


ア フターヴー ビス 


調子が悪いときはまずチェックを 

この説明書の r 故障かな？と思ったら」 
の項を参考にして、故障かどラかを点検 
してください。 

それでち具合の悪いとさはサービス 
芦□へ 

お買い上げ店、または添付の「ソニーご 
相談窓□のご案内」にある近くのソニー 
ヴービス窓□にご相談ください。 

部品の交換について 

この製品は、修理の際に交換した部品を 
再生、再利用する場合びあ D ます。その 
際、交換した部品は回収させていただを 
ます。 


保証期間中の修理は 

イ呆証書の記載内容に基づいて修理させて 
いただをます。詳しくはイ呆証書をご覧く 
ださい。 




消費電力 


本体 

最大外形寸法（幅 
SA -32 SE 1 

SA -40 SE 1 

SA -46 SE 1 

質量 

SA -32 SE 1 

SA -40 SE 1 

SA -46 SE 1 


AUDIO IN 端子 （1) 
DC 化 V に.6 A ) 

(付属 AC アダプター使 
用時100 V - 240 V 
AC 、 50/60 Hz ) 
スタンバイ時： 0.日 W 
政下 


X 高さ X 奥行を） 

約754.2 mm X 
80 mm X 76.7 mm 
約942.4 mm x 
80 mm X 67.7 mm 
約1077.6 mm X 
80 mm X 67.7 mm 

約 1.9 kg 
約 2.2 kg 
約 2.5 kq 


保証期間の経過後の修理は 

修理によって機能が維持できる場合は、 
ご要望により有料修理させていただをま 
す。 

部品の保有期間について 

当社では、 TV サウンドバーシステムの 
補修用性能部品（製品の機能を維持する 
ために必要な部品）を、製造巧ち切 D 後 
8年間な有しています。 

ご相談になるとさは、なのことをお知ら 
せ < ださい。 

• 型名： SA -32 SE 1/ SA -40 SE 1/ 
SA -46 SE 1 

• 故障の状態：でさるだけ詳しく 
• 腫入年月曰： 

• お買い上げ店： 


まな仕様 

アンプ部 

実用最大出力（非同時駆動、 JEITA *) 

20 W + 20 W , 8 a , 

1 kHz 

* JEITA (電子情報技術産業協会）規格による 
測定値です。 

スピーカー部 

フ□ントス ピーカー 

形式 フルレンジ、パッシブ 

ラジェ ータち 式 

使用 スピーカー 

SA -32 SE 1 65 mm (]- ンタイ 

プ） 

70 mm X 100 mm 
(パッシブラジェータ） 
SA -40 SE 1/ SA -46 SE 1 

65 mm (コーンタイ 
プ） 

65 mm X 2 (パッシブ 
ラジェータ） 

定格インピーダンス 

8 Q 


他 

の力源 
そ入電 


姐|円赚リ 々—4 —tf 7. 、 W 巧な® 
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AC アダプター 

入力 100 V - 240 VAC 、 

50/60 Hz 


出力 DC 18 V 、2.6 A 

最大外お寸法（幅 X 高さ X 奥行さ） 
約"121 mm X 
33 mm x 53 mm 
質量 約240 g 


仕様および外観は、改良のため予告な< 
変更することがありますが、ご了承<だ 
さい。 



省エネルギー 


•オートオフ機能 


よくあるお問い合わせ、窓口受付時間などは 
ホームページをご活用ください。 


http://www.sony.cojp/suppo け 
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